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pick up

　
６
月
定
例
会
は
６
月
５
日
か
ら
20

日
ま
で
の
16
日
間
の
日
程
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
村
内
宿
泊
施
設
に
お
い
て
一
定
金

額
で
宿
泊
す
る
場
合
、
そ
の
金
額
に

よ
っ
て
村
内
独
自
の
税
金
を
加
算
す

る
条
例
で
す
。

　
宿
泊
税
の
詳
細
は
14
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

主
な
質
疑

Ｑ
　
長
野
県
内
で
独
自
の
宿
泊
税
を

制
定
、
検
討
し
て
い
る
自
治
体
は
い

く
つ
あ
る
の
か
。

Ａ
　
阿
智
村
含
め
４
つ
の
自
治
体
で

検
討
、
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
ま
だ
県
内
で
４
つ
の
自
治
体
し

か
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
中
、
制
定

を
早
く
進
め
る
理
由
と
は
何
か
。

Ａ
　
阿
智
村
は
昼
神
温
泉
を
中
心
に

観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
に
従
事
す
る

住
民
も
多
く
、
長
野
県
の
南
の
玄
関

口
と
し
て
数
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
観
光
資
源
の
魅

力
向
上
や
旅
行
者
の
受
け
入
れ
環
境

の
整
備
、
昼
神
温
泉
リ
ニ
ア
新
時
代

構
想
の
実
現
に
向
け
宿
泊
税
の
導
入

は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｑ
　
住
民
へ
の
理
解
は
い
か
が
か
。

Ａ
　
★
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
説

明
会
を
実
施
し
、
ま
た
議
会
定
例
会

を
通
じ
て
村
民
が
宿
泊
税
へ
の
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
徴
収
し
た
宿
泊
税
の
使

い
道
も
し
っ
か
り
と
住
民
へ
報
告
し
、

ご
理
解
い
た
だ
け
る
機
会
を
設
け
ま

す
。討

　
論

賛
成
　
昼
神
温
泉
経
営
者
会
の
皆
様

と
懇
談
を
す
る
中
で
、
宿
泊
税
分
を

計
上
す
る
シ
ス
テ
ム
の
変
更
手
続
き

事
務
や
、
そ
れ
に
か
か
る
シ
ス
テ
ム

の
更
新
経
費
が
課
題
で
あ
る
と
伺
っ

て
い
る
。
経
費
に
関
し
て
は
村
か
ら

令
和
７
年
６
月

　
　

定
例
会
報
告

阿
智
村
宿
泊
税
条
例
の
制
定

て
い
る
か
。

Ａ
　
調
理
員
の
作
業
着
を
通
気
性
の

良
い
も
の
に
変
更
し
、
ス
ポ
ッ
ト
ク

ー
ラ
ー
を
導
入
し
て
、
熱
中
症
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

討
　
論

　
昼
神
温
泉
リ
ニ
ア
新
時
代
構
想
に

向
け
、★
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
設
置
や
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

の
屋
根
の
改
修
工
事
な
ど
、
村
の
観

光
、
農
業
の
基
盤
を
支
え
る
大
事
な

補
正
と
し
て
、
先
送
り
す
る
こ
と
な

く
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決

の
補
助
も
あ
る
と
の
こ
と
。
今
後
の

村
の
観
光
事
業
の
推
進
の
た
め
に
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決

主
な
質
疑

国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
な
ど
歳
入

の
減
額

Ｑ
　
★
先
導
的
官
民
連
携
支
援
事
業

補
助
金
１
０
０
０
万
円
減
額
と
、

★
畜
産
環
境
対
策
総
合
支
援
事
業
補

助
金
２
２
２
６
万
円
の
減
額
に
つ
い

て
、
国
県
に
申
請
し
て
い
た
補
助
金

が
不
採
択
と
な
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

一
般
的
に
補
助
事
業
で
補
助
金
が
も

ら
え
な
い
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
事

業
の
見
直
し
を
行
う
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。

Ａ
　
今
回
の
よ
う
に
補
助
金
が
不
採

択
と
な
っ
た
場
合
、
村
と
し
て
必
要

性
の
あ
る
事
業
に
つ
い
て
は
不
交
付

で
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
　
こ
れ
に
伴
い
★
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
が
約
７
７
８
４
万
円
盛
ら
れ

て
い
る
。
現
在
の
財
政
調
整
基
金
が

１８
億
円
程
度
と
い
う
中
、
こ
の
よ
う

な
見
通
し
で
問
題
な
い
か
。

Ａ
　
当
初
予
算
に
お
い
て
地
方
交
付

税
を
一
部
留
保
し
て
お
り
、
例
年
並

み
の
繰
越
が
見
込
め
る
た
め
、
財
政

調
整
基
金
へ
の
繰
越
も
例
年
並
み
と

予
想
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
　
わ
い
W
a
i
公
園
整
備
事
業
や

リ
ニ
ア
新
時
代
構
想
な
ど
大
型
予
算

が
必
要
と
な
る
事
業
も
控
え
て
い
る

中
、
今
後
の
業
務
の
進
め
方
は
い
か

が
か
。

Ａ
　
国
や
県
の
各
補
助
金
に
つ
い
て

職
員
が
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
、

他
自
治
体
の
様
子
も
注
視
し
な
が
ら

進
め
ま
す
。

主
な
質
疑

浪
合
小
学
校
調
理
場
の
エ
ア
コ
ン
設

置
工
事

Ｑ
　
今
回
の
補
正
で
熱
中
症
対
策
、

食
品
衛
生
管
理
の
点
か
ら
早
急
に
対

応
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
業
者
と
の

調
整
も
あ
り
夏
休
み
中
の
工
事
と
な

っ
た
。
そ
の
間
の
対
策
は
ど
う
考
え

pick up

令
和
７
年
度
阿
智
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
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文章中の★の付いた用語は、15ページの用語解説「おしえて！セイアくん！（仮）」で解説しています。参考に読んでみてください！

　
６
月
定
例
会
は
６
月
５
日
か
ら
20

日
ま
で
の
16
日
間
の
日
程
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
村
内
宿
泊
施
設
に
お
い
て
一
定
金

額
で
宿
泊
す
る
場
合
、
そ
の
金
額
に

よ
っ
て
村
内
独
自
の
税
金
を
加
算
す

る
条
例
で
す
。

　
宿
泊
税
の
詳
細
は
14
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

主
な
質
疑

Ｑ
　
長
野
県
内
で
独
自
の
宿
泊
税
を

制
定
、
検
討
し
て
い
る
自
治
体
は
い

く
つ
あ
る
の
か
。

Ａ
　
阿
智
村
含
め
４
つ
の
自
治
体
で

検
討
、
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
ま
だ
県
内
で
４
つ
の
自
治
体
し

か
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
中
、
制
定

を
早
く
進
め
る
理
由
と
は
何
か
。

て
い
る
か
。

Ａ
　
調
理
員
の
作
業
着
を
通
気
性
の

良
い
も
の
に
変
更
し
、
ス
ポ
ッ
ト
ク

ー
ラ
ー
を
導
入
し
て
、
熱
中
症
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

討
　
論

　
昼
神
温
泉
リ
ニ
ア
新
時
代
構
想
に

向
け
、★
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
設
置
や
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

の
屋
根
の
改
修
工
事
な
ど
、
村
の
観

光
、
農
業
の
基
盤
を
支
え
る
大
事
な

補
正
と
し
て
、
先
送
り
す
る
こ
と
な

く
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決

　上中関カラオケクラブは、平成21年7月に13人で
発足し今年で16年になりました。上中関区民誰も
が会員ということで、毎月第２金曜日の開催日に会
費を持参すれば自由に参加できます。
　開催時の様子ですが、まずは、おしゃべりをしな
がら食べたり飲んだりしながらリラックスをして喉
の体調を整えていきます。みなさんカラオケメニューを見ながら曲を選択していますが、既に
うたう曲は心に決めています。トップバッターの人が歌いだすとリクエストオーダーが次から
次へと止まりません。スタッフが順番と曲名を間違えないように機械操作をします。演歌、歌
謡曲、フォーク、J―POP、さまざまな曲が歌われます。NHKのど自慢に出場したら合格の鐘が
鳴るだろうと思われるほど上手な方も何人かいます。もちろんその逆の方もいますが…。時間
経過とともに十八番（おはこ）が始まりハモリができた方はしっかりハモリ拍手喝采！！と楽しんで
います。さらに盛り上がると一つの曲をみんなで一緒に合唱することも度々あります。
　カラオケにはストレス解消、健康増進、美容効果、認知症予防、口まわりの筋肉も鍛えるこ
とができるといわれています。参加者のみなさんとの会話も楽しみの一つです。秋口の上中関
祭では成果発表もします。今後は、阿智村カラオケ大会ができたらいいなとも思っています。
多くの皆さんが参加していただけることを期待しています。

【上中関カラオケクラブ】　

上程された案件の議決結果
専　　決

条　　例

予算関係

賠　　償
契　　約

承　認
承　認
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
報　告
報　告
可　決

阿智村税条例の一部を改正する条例の制定について
令和６年度阿智村一般会計補正予算（第10号）について
阿智村宿泊税条例の制定について
資金積立基金条例の一部を改正する条例の制定について
阿智村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
阿智村若者定住住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例の制定について
令和７年度阿智村一般会計補正予算（第１号）について
令和６年度阿智村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
損害賠償の額を定めることについて
令和７年度会地浄化センター耐水化工事請負契約の締結について（即決）

★

★

会長　佐藤卓郎
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阿
智
村
宿
泊
税
条
例
の
制
定

　
宿
泊
税
の
導
入
に
関
す
る
条
例
案

で
あ
り
、
３
か
月
に
わ
た
っ
て
慎
重

な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
　
免
税
点
６
千
円
の
妥
当
性
は
。

Ａ
　
概
ね
観
光
関
係
者
の
理
解
を
得

て
お
り
、
県
と
の
統
一
性
も
考
慮
し

た
制
度
設
計
と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
事
業
者
の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴

う
費
用
支
援
は
ど
の
程
度
考
え
る
か
。

Ａ
　
県
と
同
等
の
支
援
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
　
宿
泊
料
は
季
節
で
変
動
す
る
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
　
各
旅
館
で
適
切
に
判
断
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
徴
収
義
務
違
反
の
罰
則
に
つ
い

て
、
裁
量
は
村
独
自
で
決
め
ら
れ
る

の
か
。

Ａ
　
検
察
庁
と
の
事
前
協
議
を
行
い
、

内
諾
を
得
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
条
例
の
目
的
や
評
価
の
仕
組
み

を
条
例
に
盛
り
込
む
べ
き
で
は
。

Ａ
　
目
的
を
「
観
光
に
よ
る
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
」
と
明

記
し
、
評
価
・
検
証
に
つ
い
て
は
条

項
を
盛
り
込
み
、
毎
年
度
公
表
す
る

も
の
と
し
ま
し
た
。

資
金
積
立
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　
宿
泊
税
の
導
入
に
伴
い
、
新
た
に

「
宿
泊
税
基
金
」
を
設
置
し
、
運
用

し
て
い
く
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

　
税
制
改
正
に
伴
う
課
税
限
度
額
の

引
き
上
げ
お
よ
び
軽
減
判
定
所
得
の

見
直
し
に
対
応
し
た
も
の
で
す
。

Ｑ
　
住
民
の
負
担
軽
減
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

Ａ
　
軽
減
判
定
所
得
が
引
き
上
げ
ら

れ
、
軽
減
対
象
世
帯
が
増
加
し
ま
す
。

課
税
限
度
額
の
上
昇
に
よ
り
、
高
所

得
者
の
負
担
が
増
え
、
中
間
層
の
負

担
割
合
は
相
対
的
に
軽
く
な
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

Ｑ
　
浪
合
小
学
校
給
食
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
に
つ
い
て
早
急
に
進
め
て

欲
し
い
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ
　
学
校
、
業
者
と
の
調
整
の
結
果
、

夏
休
み
中
の
設
置
工
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
　
公
用
車
に
お
い
て
テ
レ
ビ
受
信

料
支
払
い
義
務
が
発
生
し
て
い
る
が

今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
　
今
後
は
テ
レ
ビ
受
信
が
で
き
な

い
車
両
を
導
入
し
、
現
在
の
車
両
も

総
務
常
任
委
員
会

車
検
の
際
に
使
用
停
止
と
し
ま
す
。

Ｑ
　
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
れ
が
７

７
０
０
万
円
余
り
あ
る
が
、
現
状
と

将
来
的
な
財
政
の
見
通
し
は
。

Ａ
　
補
助
金
の
減
額
な
ど
に
よ
り
繰

入
れ
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
基
金

残
高
は
約
１８
億
円
に
な
る
見
込
み
で

す
。
地
方
交
付
税
算
定
や
令
和
６
年

度
不
用
額
の
状
況
に
よ
り
、
最
終
的

に
は
例
年
並
み
の
基
金
残
高
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
全
会
一

致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

　
以
上
、
６
月
定
例
会
に
お
け
る
主

な
議
案
の
審
査
内
容
を
報
告
い
た
し

ま
す
。

観
光
に
よ
る

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

阿
智
村
宿
泊
税
条
例
制
定
さ
れ
る
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阿
智
村
若
者
定
住
住
宅
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

　
こ
の
条
例
の
改
正
は
、
公
営
住
宅

で
あ
る
智
里
中
央
住
宅
の
代
表
地
番

の
物
件
が
払
い
下
げ
と
な
っ
た
た
め
、

同
住
宅
の
別
号
所
在
地
番
へ
代
表
地

番
を
変
更
す
る
た
め
で
す
。

Ｑ
　
村
営
住
宅
は
、
払
い
下
げ
の
方

に
向
い
て
い
く
の
か
。

Ａ
　
そ
の
よ
う
な
物
件
が
出
て
く
れ

ば
払
い
下
げ
の
方
向
で
進
め
ま
す
。

令
和
７
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

農
政
関
係

Ｑ
　
歳
入
の
畜
産
環
境

対
策
総
会
支
援
事
業
補

助
金
の
不
採
択
で
財
源
振
替
と
な
る

が
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
の
予

定
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

Ａ
　
補
正
予
算
が
通
り
ま
し
た
ら
、

工
事
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
１

月
頃
か
ら
堆
肥
使
用
が
多
く
な
る
の

で
１２
月
頃
ま
で
に
は
終
わ
ら
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
補
助
金
の
不
採
択
理
由
は
何
か
。

Ａ
　
新
し
い
事
業
展
開
と
か
革
新
的

事
業
の
場
合
に
採
択
と
す
る
よ
う
で

す
。
単
な
る
修
繕
と
と
ら
れ
ま
し
て

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
堆
肥
セ
ン

タ
ー
の
屋
根
の
修
繕
費
の
補
助
金
が

不
採
択
と
な
り
減
額
と
な
っ
た
が
、

不
足
分
は
一
般
財
源
で
行
い
ま
す
。

管
理
建
設
関
係

Ｑ
　
道
路
維
持
費
で
清
内
路
の
村
道

崩
落
の
設
計
等
に
つ
い
て
村
で
や
る

こ
と
に
な
る
の
か
、
Ｊ
Ｒ
へ
の
対
応

分
を
求
め
な
い
の
か
。

Ａ
　
す
べ
て
が
リ
ニ
ア
関
係
の
車
両

が
通
っ
た
た
め
と
言
い
切
れ
な
い
。

住
民
の
生
活
確
保
を
優
先
し
、
先
ず

は
道
路
を
回
復
す
る
た
め
の
措
置
を

し
、
そ
の
後
で
Ｊ
Ｒ
に
は
応
分
の
措

置
を
交
渉
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
　
元
々
工
事
車
両
が
頻
繫
に
通
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
道
路
だ
と

思
う
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
Ｊ
Ｒ
は

認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
お
願
い

し
た
い
。

Ａ
　
Ｊ
Ｒ
も
独
自
に
道
路
状
況
を
確

認
し
て
い
る
の
で
、
今
後
話
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
で
は
、
以
上
の
条
例
の
制

定
・
補
正
予
算
等
を
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
と
決
し
ま
し
た
。

　
長
野
県
議
会
へ
の
陳
情
事
項
の
委

員
会
所
管
分
の
深
沢
阿
南
線
、
林
道

弓
の
又
線
、
昼
神
松
く
い
箇
所
、
田

中
乱
れ
橋
線
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

深沢阿南線視察

田中乱橋線視察 昼神松くい箇所の様子

阿
智
村
若
者
定
住
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
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阿
智
村
議
会
政
策
検
討
委
員
会
で

は
、
村
の
未
来
を
見
据
え
た
課
題
解

決
に
向
け
、
２
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

６
月
定
例
会
で
は
以
下
の
通
り
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

■
全
体
会
報
告

　
政
策
形
成
に
お
け
る
住
民
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、
「
政
策
サ
ポ
ー
タ

ー
制
度
」
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

先
行
事
例
と
し
て
長
野
県
飯
綱
町
の

制
度
を
学
び
ま
し
た
が
、
阿
智
村
に

は
既
に
「
村
づ
く
り
委
員
会
」
や
自

治
会
な
ど
の
住
民
参
加
の
仕
組
み
が

あ
る
た
め
、
村
独
自
の
制
度
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
制
度

の
完
成
形
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ま
ず
は

１
年
半
を
試
行
期
間
と
し
て
各
分
科

会
で
実
践
的
に
取
り
組
み
、
課
題
や

成
果
を
共
有
し
な
が
ら
柔
軟
に
制
度

を
構
築
し
て
い
く
方
針
で
す
。
議
会

と
し
て
は
、
住
民
と
と
も
に
政
策
を

つ
く
る
新
た
な
仕
組
み
に
挑
戦
し
て

い
き
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
　
大
嶋
正
男

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況

　
南
信
州
地
域
振
興
局
の
担
当
者
と

懇
談
し
、
長
野
県
の
★「
信
州
未
来
共

創
戦
略
」
に
基
づ
い
た
人
口
減
少
対

策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
県
に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
や
住
民
懇
談
の
事
例
は
、
今
後
の

村
で
の
住
民
と
の
対
話
の
参
考
と
な

る
も
の
で
し
た
。

　
今
後
の
予
定

　
今
後
は
子
育
て
世
代
や
中
高
生
と

の
懇
談
会
を
企
画
し
、
移
住
・
定
住

に
つ
い
て
の
率
直
な
意
見
を
聞
く
場

を
設
け
、
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の

土
台
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
　
熊
谷
智
徳

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況

　
農
業
の
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
が

進
む
中
、
Ａ
班
で
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

元
気
だ
下
條
」
で
実
践
さ
れ
て
い
る

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農

業
の
実
例
を
視
察
し
ま
し
た
。
令
和

４
年
か
ら
コ
メ
農
家
を
中
心
に
ド
ロ

ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布
を
実
施
、
散

布
面
積
は
令
和
４
年
１２
　

ヘ
ク
タ
ー
ル

か
ら
令
和
６
年
に
は
２２
　

ヘ
ク
タ
ー
ル

に
増
え
、
農
業
の
省
力
化
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
★
中
山

間
地
域
直
接
支
払
制
度
の
ス
マ
ー
ト

農
業
加
算
も
始
ま
り
、
阿
智
村
で
も

下
條
村
の
実
践
・
実
績
を
参
考
に
早

期
に
研
究
・
検
討
の
必
要
性
を
感
じ

政
策
検
討
委
員
会

ま
し
た
。
ま
た
、
農
政
係
か
ら
農
業

地
域
計
画
、
今
年
度
の
作
付
計
画
や

遊
休
農
地
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｂ
班
は
「
有
限
会
社
あ
ち
の
里
」

を
視
察
し
、
地
元
農
産
物
を
活
用
し

た
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
学
び
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
話
、
中

小
加
工
事
業
者
が
地
域
に
と
っ
て
必

要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

村
農
業
に
参
考
と
な
る
お
話
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
予
定

　
今
後
は
村
内
農
産
物
の
あ
ち
ブ
ラ

ン
ド
化
や
販
売
戦
略
に
つ
い
て
、
阿

智
村
産
業
振
興
公
社
と
の
意
見
交
換

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
農
業
及
び
産
業
振
興
」
分
科
会

人
口
問
題「
選
ば
れ
る
阿
智
村
」分
科
会

信州未来共創戦略と
未来のNAGANO

創造県民会議について
（長野県HPリンク）

農地にドローンを飛ばしている様子

農
業・産
業
振
興・人
口
を
テ
ー
マ
に
分
科
会
活
動
進
む

住
民
参
加「
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」を
検
討
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６
月
１３
日（
金
）に
、
議
会
改
革
と

「
政
策
サ
イ
ク
ル
」
と
題
し
ま
し
て
、

講
師
に
元
飯
田
市
議
会
議
長
の
井
坪

隆
様
を
迎
え
、
議
会
学
習
会
を
定
例

会
中
に
行
い
ま
し
た
。
１８
日
に
は
、

一
般
質
問
日
で
し
た
の
で
、
一
般
質

問
の
あ
り
方
も
含
め
て
の
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
　

　
井
坪
隆
様
は
、
飯
田
市
議
会
に
７

期
当
選
さ
れ
、
平
成
１６
年
議
会
あ
り

方
研
究
の
幹
事
と
し
て
、
全
国
初
の

議
会
主
導
に
よ
る
「
飯
田
市
自
治
基

本
条
例
」
の
制
定
に
向
け
た
市
民
会

議
を
設
置
。
令
和
４
年
議
長
に
就
任

さ
れ
、
「
存
在
す
る
議
会
か
ら
機
能

す
る
議
会
へ
」
を
掲
げ
て
「
地
方
議

会
成
熟
度
評
価
モ
デ
ル
」
の
全
議
員

に
よ
る
取
り
組
み
を
主
導
さ
れ
ま
し

た
。

　
飯
田
市
議
会
の
目
指
す
方
向
性
か

ら
お
話
を
さ
れ
、「
改
革
」
か
ら
「
変

革
」
。
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
す

に
は
、
こ
れ
ま
で
議
会
運
営
の
「
改

革
」
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
議
会
活

動
の
「
変
革
」
で
す
と
申
さ
れ
ま
し

た
。
　
　

　
飯
田
市
議
会
の
「
議
会

改
革
」
は
な
ん
で
あ
っ
た

か
３
項
目
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
、
住
民
と
共
に
考
え
る
（
執
行
機

関
と
の
〝
取
引
〞
や
〝
口
利
き
〞
か

ら
の
脱
却
）

２
、
議
員
同
士
の
議
論
を
活
発
に
す

る
（
与
野
党
意
識
や
会
派
意
識
か
ら

の
脱
却
）

３
、
議
会
と
し
て
ま
と
ま
る
（
個
々

に
分
断
さ
れ
た
議
員
の
集
合
体
か
ら

の
脱
却
）

　
飯
田
市
議
会
が
取
り
組
ま
れ
た
地

方
議
会
評
価
モ
デ
ル
の
取
り
組
み
よ

り
議
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割
「
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
と
実
現
す
べ
き
理
想
的
な

姿
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
具
体
席
に
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
政
策
サ
イ
ク
ル
か
ら
見
え
て
き
た

課
題
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

●
現
在
の
行
政
評
価
は
、
執
行
機
関

が
評
価
し
た
も
の
を
議
会
が
評
価
。

本
来
、
議
会
自
ら
が
総
合
計
画
と
向

き
合
っ
て
評
価
す
べ
き
も
の
。
村
民

と
と
も
に
総
合
計
画
に
関
与
し
、
策

定
に
つ
な
が
る
の
が
理
想
的
。

●
急
激
な
人
口
減
少
と
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
は
、
村
民
、
議
会
、
執

行
機
関
側
が
一
堂
に
会
し
、
全
村
的

な
政
策
課
題
等
を
共
有
し
、
諸
課
題

を
解
決
し
て
い
く
「
新
し
い
村
政
運

営
」
が
必
要
。
等
々
。

「
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
」
の
意

義
に
つ
い
て

●
村
民
の
声
が
活
き
る
議
会
を
目
指

す●
村
民
の
元
へ
出
向
く
（
顔
を
見
て

話
し
合
う
）

●
議
会
の
活
動
を
説
明
、
報
告
し
、

そ
こ
か
ら
、
議
会
報
告
会
を
起
点
と

し
た
政
策
提
言
を
目
指
す
。

　
阿
智
村
議
会
で
は
、
５
月
１３
日
か

ら
９
会
場
に
お
い
て
議
員
に
よ
る
住

民
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の

村
民
の
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
、
仕
分
け
を

し
て
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

議
員
に
よ
る
事
務
事
業
評
価
に
つ
い

て
は
、
毎
年
度
全
議
員
が
個
々
に
課

題
を
持
っ
た
事
業
を
抽
出
し
、
一
人

議
会
の
あ
り
方
研
究
委
員
会
　

１
か
ら
２
事
業
を
選
び
全
体
で
検
討

調
整
を
し
て
い
ま
す
。

　
飯
田
市
議
会
で
は
、
設
置
し
た

「
議
会
改
革
推
進
会
議
」
に
よ
り
一

般
質
問
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
な
か

で
、
「
た
か
が
一
般
質
問
、
さ
れ
ど

一
般
質
問
」
と
題
す
る
〝
手
引
書
〞

を
飯
田
市
議
会
が
独
自
に
発
行
し
議

会
内
で
共
有
し
た
が
、
は
た
せ
る
か

な
、
未
だ
質
の
向
上
な
ど
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
忸
怩
た
る
思

い
が
あ
る
よ
う
で
す
。
今
回
の
学
習

会
が
一
般
質
問
に
活
か
せ
る
こ
と
が

で
き
た
か
ど
う
か
は
、
議
員
個
人
の

自
己
評
価
と
、
村
民
の
皆
様
の
評
価

も
い
た
だ
き
た
く
議
会
事
務
局
に
ご

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

井坪氏による議会学習会の様子

議
会
改
革
と

「
政
策
サ
イ
ク
ル
」に
つ
い
て
の
学
習
会
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他

●
議
事
事
項

令
和
７
年
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

Ｑ
　
発
生
土
置
き
場
詳
細
設
計
委
託

料
（
１
０
０
０
万
円
）
は
ど
こ
の
設

計
か
。

Ａ
　
下
清
内
路
地
区
の
丸
山
で
す
。

１
―
２０
号
周
辺
の
Ｊ
Ｒ
の
候
補
地
で

は
な
く
、
地
域
振
興
の
た
め
に
清
内

路
地
区
で
要
望
の
あ
っ
た
場
所
で

す
。

Ｑ
　
こ
の
場
合
の
設
計
や
工
事
費
も

Ｊ
Ｒ
側
が
負
担
す
る
か
。

Ａ
　
そ
の
通
り
で
す
。

　
委
員
会
で
は
異
議
な
く
、
可
決
す

べ
き
も
の
と
し
て
認
め
ま
し
た
。

●
発
生
土
置
き
場
・
坊
主
ケ

島
の
設
計
に
つ
い
て

　
村
が
示
し
た
想
定
よ
り
も
遅
れ
が

生
じ
て
い
る
た
め
、
委
員
会
内
で
説

明
を
求
め
ま
し
た
。

Ｑ
　
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

Ａ
　
発
生
土
置
き
場
と
す
る
た
め
に

は
地
盤
の
改
良
が
必
要
で
、
Ｊ
Ｒ
が

設
計
し
ま
し
た
が
一
層
の
安
全
を
期

す
た
め
、
現
在
岐
阜
大
学
の
専
門
家

に
内
容
確
認
と
更
な
る
工
夫
を
検
討

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
詳
細
設

計
に
つ
い
て
は
、
年
度
内
に
住
民
へ

の
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い

ま
す
。

●
国
道
２
５
６
、
１
５
３
を
利
用
し

た
発
生
土
運
搬
に
つ
い
て

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
委
員
会

開
催
毎
に
報
告
を
求
め
て
い
ま
す
。

４
、
５
月
の
通
行
台
数
は
０
台
で
し

た
。
下
伊
那
側
の
受
け
入
れ
体
制
が

整
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
理
由
と

の
こ
と
で
し
た
。

●
担
当
課
の
体
制
強
化
を
求
め
る

Ｑ
　
リ
ニ
ア
関
連
で
１０
数
億
円
も
の

事
業
が
行
わ
れ
る
今
年
度
だ
が
、
４

月
当
初
で
昨
年
度
と
比
べ
人
員
が
減

っ
て
い
る
。
担
当
課
の
人
員
を
増
や

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

Ａ
　
新
た
に
会
計
年
度
任
用
職
員
を

採
用
し
ま
し
た
。
ま
た
兼
務
と
は
な

り
ま
す
が
総
務
省
の
制
度
に
よ
る
地

域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

採
用
す
る
予
定
で
す
。

　
委
員
会
で
は
、
事
業
の
進
捗
に
支

障
を
生
じ
さ
せ
な
い
体
制
づ
く
り
を

求
め
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
、
西
部
三
村
（
阿
智

村
・
平
谷
村
・
根
羽
村
）
議
会
議
員

定
期
総
会
及
び
研
修
会
が
７
月
１
日

に
阿
智
村
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
を

会
場
に
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
部
三
村
か
ら
長
野
県
議
会
へ
陳
情

　
本
総
会
で
最
も
重
要
な
議
事
は
、

三
村
の
抱
え
る
課
題
を
県
議
会
へ
陳

情
す
る
内
容
の
審
議
と
採
択
で
す
。

　
住
民
の
喫
緊
の
問
題
・
福
祉
や
教

育
・
基
幹
道
路
網
の
適
正
な
管
理
な

ど
村
民
生
活
の
向
上
と
安
全
に
資
す

る
た
め
に
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
３０
件
の
陳
情
採
択

　
総
会
で
は
、
三
村
合
わ
せ
て
３０
件

の
陳
情
内
容
を
審
議
し
全
て
の
陳
情

に
つ
い
て
採
択
し
ま
し
た
。
　
　

　
村
内
の
国
道
及
び
県
道
の
改
良
と

整
備
、
園
原
Ｉ
・
Ｃ
の
フ
ル
規
格
化
、

豪
雨
災
害
に
備
え
る
河
川
整
備
、
森

林
路
網
整
備
、
教
育
環
境
の
改
善
、

不
妊
治
療
支
援
の
強
化
、
地
域
経
済

活
性
化
支
援
強
化
、
県
福
祉
医
療
制

度
の
拡
大
な
ど
を
１０
月
下
旬
に
県
議

会
へ
出
向
い
て
陳
情
し
ま
す
。

戦
後
８０
年
の
今
こ
そ
必
要
な
研
修

　
総
会
後
の
議
員
研
修
会
は
、
満
蒙

開
拓
平
和
記
念
館
の
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー

ム
に
お
い
て
館
長
の
寺
沢
秀
文
様
よ

り
、「
満
蒙
開
拓
の
史
実
か
ら
学
ぶ

も
の
」
と
題
し
て
、
満
蒙
開
拓
の
史

実
の
継
承
を
明
日
の
平
和
に
向
け
て

の
「
平
和
の
種
ま
き
」
や
、「
史
実
を

先
に
知
っ
た
者
の
社
会
的
責
任
。
そ

れ
は
次
の
人
に
伝
え
る
こ
と
」
な
ど

今
こ
そ
私
た
ち
が
希
求
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
平
和
へ
の
ご
講
演
を
い
た

だ
き
深
く
内
省
す
る
時
を
得
ま
し
た
。

議
長
　
熊
谷
　
恒
雄

リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
　

事
業
に
見
合
っ
た
担
当
課
体
制
の
強
化
は

県
へ
の
陳
情
を
審
議

　
戦
後
80
年
の
今…

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

県
へ
の
陳
情
を
審
議

　
戦
後
80
年
の
今…

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

西
部
村
議
会
議
員
会

定
期
総
会
及
び
研
修
会
報
告

総会の様子
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問
　
阿
智
村
の
介
護
保
険
料
が

県
内
２
位
と
な
っ
た
要
因
は
。

千
葉
民
生
課
長
　
福
祉
施
設
増

設
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
受
診
控

え
に
よ
る
重
症
化
等
に
よ
る
給

付
額
の
増
加
が
要
因
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
近
年
は
６０
〜
７０
代

の
申
請
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

原
因
と
し
て
脳
卒
中
、
が
ん
、

生
活
習
慣
病
の
悪
化
な
ど
が
あ

り
、
定
期
健
康
診
断
未
受
診
や

運
動
不
足
が
関
係
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

問
　
広
域
連
合
が
保
険
者
と
な

り
介
護
保
険
制
度
を
運
用
し
て

い
く
こ
と
は
可
能
か
。

民
生
課
長
　
特
養
の
入
所
判
定

は
広
域
で
実
施
し
て
お
り
、
広

域
保
険
者
化
は
保
険
料
平
準
化

に
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
各
自

治
体
の
事
情
を
踏
ま
え
た
検
討

が
必
要
で
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

問
　
村
内
福
祉
施
設
の
現
状
と

課
題
は
。

民
生
課
長
　
民
間
・
指
定
管
理

施
設
と
も
に
人
材
不
足
が
大
き

な
課
題
で
す
。
今
後
、
村
全
体

の
福
祉
施
設
再
編
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
　
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て
、

男
性
や
現
役
世
代
な
ど
幅
広
い

層
の
参
加
を
促
す
手
立
て
は
。

民
生
課
長
　
現
在
、
か
ら
だ
改

善
教
室
や
健
康
大
学
、
水
中
運

動
な
ど
多
様
な
教
室
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
男
性
や
現
役
４０
〜

５０
代
の
参
加
が
少
な
く
、
今
後

は
ア
プ
リ
や
ポ
イ
ン
ト
付
与
、

職
場
で
の
取
り
組
み
な
ど
の
工

夫
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

問
　
介
護
人
材
確
保
に
対
す
る

村
の
取
り
組
み
は
。

民
生
課
長
　
今
年
度
か
ら
研
修

受
講
料
の
補
助
制
度
を
開
始
し
、

将
来
的
に
は
村
内
で
の
研
修
開

催
や
、
生
活
支
援
を
担
う
「
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
あ
ち
の
手
）」

の
活
用
拡
大
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
介
護
従
事
者
の
待
遇
改
善

に
対
す
る
村
の
姿
勢
は
。

村
長
　
今
年
度
か
ら
、
ふ
る
さ

と
就
業
祝
い
金
制
度
を
創
設
し

村
内
企
業
や
施
設
へ
の
就
業
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
待
遇
改
善

は
国
や
県
と
の
連
携
を
進
め
な

が
ら
、
村
と
し
て
も
具
体
策
を

検
討
し
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月
か
ら
４
月
に

か
け
て
岩
手
県
大
船
渡
市
を
は

じ
め
、
大
規
模
森
林
火
災
が
相

次
ぎ
発
生
し
ま
し
た
。

問
　
阿
智
村
に
お
け
る
１０
年
間

の
山
林
火
災
発
生
件
数
、
出
火

要
因
は
。

熊
谷
総
務
課
長
　
平
成
２８
年
４

月
か
ら
令
和
７
年
３
月
ま
で
の

１０
年
間
で
の
山
林
火
災
発
生
件

数
は
２
件
、
出
火
原
因
は
ゴ
ミ

焼
き
１
件
、原
因
不
明
１
件
で
す
。

問
　
相
次
ぐ
火
災
発
生
に
対
し
、

住
民
へ
の
注
意
喚
起
、
警
鐘
を

行
っ
た
内
容
、
方
法
は
。

総
務
課
長
　
３
月
、
春
の
全
国

火
災
予
防
運
動
、
た
き
火
火
災

ゼ
ロ
運
動
を
無
線
等
で
広
報
し

て
い
ま
す
。

問
　
運
動
に
対
し
、
住
民
へ
の

周
知
、
浸
透
度
は
。

総
務
課
長
　
住
民
の
周
知
度
に

つ
い
て
は
確
認
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
火
災
当
事
者
個
人
へ
の
損

害
賠
償
、
法
的
責
任
を
負
う
ケ

ー
ス
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長
　
火
災
の
発
生
原
因

に
よ
り
個
人
の
責
任
が
評
価
さ

れ
る
た
め
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
と
な
り
ま
す
。
野
焼
き
の
場

合
、
届
出
、
気
象
条
件
、
周
辺

環
境
に
注
意
を
払
う
こ
と
が
必

要
で
す
。

問
　
気
象
条
件
、
消
火
準
備
、

許
可
の
有
無
を
怠
っ
た
場
合
に

★
重
過
失
失
火
罪
に
問
わ
れ
る

の
か
。

総
務
課
長
　
状
況
に
よ
り
判
断

が
難
し
い
で
す
。

問
　
年
間
発
生
件
数
の
過
半
数

を
占
め
る
春
先
の
予
防
策
へ
の

取
り
組
み
は
。

総
務
課
長
　
運
動
期
間
中
週
１

回
か
ら
毎
日
消
防
車
輌
に
て
警

ら
し
、
火
災
全
般
の
警
鐘
実
施
。

大
規
模
火
災
を
教
訓
に
村
民
へ

の
注
意
喚
起
を
行
い
ま
す
。

問
　
予
防
策
に
つ
い
て
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
化
し
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
の
か
。

総
務
課
長
　
消
防
団
、
庁
内
で

検
討
し
ま
す
。

意
見
　
・
環
境
管
理
強
化
・
早

期
発
見
の
仕
組
み
・
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
・
啓
発
活
動
の

推
進
を
検
討
項
目
に
。

村
長
　
火
災
を
機
に
住
民
意
識

の
向
上
づ
く
り
、
予
防
策
を
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
持
っ
て
取
り
組

み
ま
す
。

大規模森林火災発生予防策について

介護従事者の待遇改善をするための
　　　　　　　　　支援をすべきでは

具体策を検討し、しっかり取り組んでまいります

令和７年度相次いで発生した森林火災は、何時でも、誰にでも起こりうるリスク！
大規模森林火災を教訓に、村民への注意喚起実施、　　　　　

スケジュール感を持って火災予防に取り組みます

田
中
真
美

小
林
義
勝
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問
　
会
地
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
、

現
在
１
系
列
の
処
理
能
力
は
ど

の
位
か
。

原
環
境
課
長
　
１
日
の
処
理
能

力
は
、
１
，２
５
５
㎥
で
す
。

小
学
校
プ
ー
ル
約
４
杯
分
弱
の

量
に
な
り
ま
す
。

問
　
今
現
在
、
何
世
帯
加
入
し

て
い
る
の
か
。

環
境
課
長
　
令
和
７
年
３
月
末

現
在
で
６
１
６
世
帯
の
接
続
が

あ
り
ま
す
。

問
　
こ
こ
直
近
５
年
間
で
処
理

能
力
が
★
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し

た
こ
と
は
あ
る
か
。

環
境
課
長
　
そ
う
い
っ
た
事
例

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問
　
２
系
列
に
あ
た
っ
て
は
申

請
が
必
要
か
。

環
境
課
長
　
平
成
１１
年
に
２
系

列
処
理
能
力
の
認
可
を
取
得
し

て
い
ま
す
の
で
改
め
て
の
申
請

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
２
系
列
に
す
る
場
合
の
予

算
は
ど
の
位
か
か
る
の
か
。

環
境
課
長
　
今
年
度
か
ら
今
後

数
年
か
け
て
実
施
予
定
の
会
地

浄
化
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化
の
た

め
の
更
新
工
事
は
、
完
成
ま
で

の
総
額
が
約
８
億
円
と
い
う
事

業
で
す
。
２
系
列
運
転
に
は
、

同
様
の
工
事
が
必
要
と
考
え
ま

す
の
で
、
さ
ら
に
約
８
億
の
工

事
費
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
　
七
久
里
部
落
下
水
処
理
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

環
境
課
長
　
現
在
計
画
が
進
行

中
の
七
久
里
地
区
の
埋
め
立
て

事
業
が
完
成
し
、
下
水
道
敷
設

を
実
施
す
る
時
期
に
合
わ
せ
て

下
水
道
の
敷
設
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

問
　
七
久
里
開
発
と
七
久
里
部

落
下
水
処
理
計
画
と
は
別
と
し

て
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
、
お

考
え
は
。

環
境
課
長
　
現
状
で
七
久
里
地

区
で
の
下
水
道
工
事
を
実
施
し

た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
進
め
方

に
な
る
か
を
想
定
し
ま
す
と
、

七
久
里
の
信
号
の
あ
る
交
差
点

か
ら
村
道
１
│

１
号
線
を
通
行

止
め
に
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
七
久
里

開
発
で
道
路
が
完
成
し
、
う
回

路
の
確
保
が
で
き
て
か
ら
行
っ

た
ほ
う
が
日
常
へ
の
影
響
が
少

な
く
て
済
む
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
そ
の
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
村
の
災
害
の
規
定
と
は
。

熊
谷
総
務
課
長
　
「
阿
智
村
災

害
対
策
本
部
条
例
」
と
、「
阿
智

村
職
員
危
機
管
理
初
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
」（
以
下
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

と
い
う
。）
が
あ
り
ま
す
。

問
　
災
害
対
策
基
本
法
（
以
下

「
法
」
と
い
う
。）
に
規
定
す
る

災
害
と
は
。

総
務
課
長
　
法
で
は
、「
暴
風
、

竜
巻
、
豪
雨
、（
中
略
）
そ
の
他

の
異
常
な
自
然
現
象
又
は
大
規

模
な
火
事
若
し
く
は
爆
発
そ
の

他
（
中
略
）
政
令
で
定
め
る
原

因
に
よ
り
生
ず
る
被
害
を
い

う
」
と
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
全
て
の

災
害
を
網
羅
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長
　
地
震
、
風
水
害
、

国
民
保
護
、
大
規
模
停
電
に
つ

い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

問
　
昨
年
度
の
災
害
警
戒
（
対

策
）
本
部
（
以
下
「
対
策
本
部
」

と
い
う
。）
の
設
置
は
。

総
務
課
長
　
昨
年
度
の
設
置
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
対
策
本
部
に
準
じ
る
対
策

の
例
は
あ
る
か
。

総
務
課
長
　
昨
年
８
月
８
日
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
に

あ
わ
せ
、
警
戒
体
制
事
前
会
議

を
行
い
ま
し
た
。

問
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
帰
宅
困
難

者
の
規
定
は
あ
る
か
。

総
務
課
長
　
規
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
子
ど
も

や
高
齢
者
は
、
教
育
委
員
会
や

各
施
設
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

問
　
村
に
お
い
て
、
無
事
対
応

で
き
た
か
の
確
認
が
必
要
で
は
。

総
務
課
長
　
検
討
し
ま
す
。

問
　
①
よ
り
実
効
性
あ
る
マ
ニ

ュ
ア
ル
と
す
る
た
め
の
見
直
し
、

②
災
害
の
一
歩
手
前
か
ら
村
民

の
生
活
・
安
全
を
守
る
た
め
の

新
た
な
ル
ー
ル
作
り
、
が
必
要

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

総
務
課
長
　
実
情
に
即
し
た
規

定
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
関
係

機
関
と
連
携
し
、
よ
り
実
効
性

の
あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

問
　
村
長
の
考
え
は
。

村
長
　
不
測
の
事
態
に
、
組
織

と
し
て
動
け
る
ル
ー
ル
作
り
は

必
要
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
災

害
に
備
え
た
組
織
作
り
、
体
制

作
り
の
た
め
、
実
践
的
な
訓
練

も
継
続
し
て
実
施
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

災害時における規定の整備について
不測の事態に、組織として動けるルール作りは必要

会地浄化センターの容量はどのくらいか
約870世帯分の受け入れが可能です

唐
澤
浩
平

櫻
井
芳
一
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問
　
事
前
防
災
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
村
の
防
災
計
画
で
の

位
置
づ
け
と
対
策
は
。

熊
谷
総
務
課
長
　
洪
水
・
土
砂

災
害
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
を
計

画
に
位
置
づ
け
、
危
険
箇
所
を

把
握
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
リ

ス
ク
を
示
し
、
避
難
意
識
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問
　
他
部
局
と
の
連
携
と
事
前

防
災
の
強
化
に
つ
い
て
。

村
長
　
総
務
課
は
防
災
無
線
や

訓
練
で
意
識
啓
発
を
行
い
、
建

設
農
林
課
は
監
視
・
調
査
・
対

策
を
担
い
、
連
携
し
て
リ
ス
ク

軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
　
岩
の
沢
流
域
の
治
水
対
策

に
つ
い
て
、
旧
新
富
町
道
路
下

の
★
暗
渠
管
理
と
対
策
は
。

井
原
建
設
農
林
課
長
　
村
が
道

路
構
造
物
と
し
て
管
理
し
、
内

部
点
検
も
完
了
。
今
後
は
５
年

ご
と
の
定
期
点
検
と
必
要
に
応

じ
た
改
修
を
行
い
ま
す
。

問
　
岩
の
沢
の
現
地
調
査
の
進

捗
と
今
後
の
予
定
は
。

建
設
農
林
課
長
　
調
査
で
不
安

定
な
土
砂
・
流
木
を
確
認
。
現

在
ド
ロ
ー
ン
測
量
中
で
８
月
完

了
予
定
。
令
和
７
年
度
に
設
計
、

令
和
１０
年
度
か
ら
工
事
予
定
で

す
。

問
　
村
と
し
て
の
基
本
姿
勢
は
。

村
長
　
県
へ
の
要
望
を
継
続
し
、

避
難
情
報
の
明
確
化
を
進
め
、

住
民
の
安
心
・
安
全
確
保
に
取

り
組
み
ま
す
。

問
　
園
原
イ
ン
タ
ー
線
の
安
全

対
策
の
状
況
把
握
と
対
応
は
。

建
設
農
林
課
長
　
５
月
２９
日
夜
、

枯
れ
木
倒
木
で
通
行
止
め
に
。

第
一
報
を
受
け
県
に
連
絡
し
、

職
員
・
消
防
団
・
住
民
が
連
携

し
て
約
１
時
間
で
復
旧
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。

問
　
地
元
か
ら
の
要
望
へ
の
対

応
は
。

建
設
農
林
課
長
　
安
全
確
保
を

求
め
る
声
を
受
け
、
村
・
県
・

地
元
で
危
険
木
対
策
を
進
め
、

７
月
に
県
が
一
部
伐
採
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

問
　
整
備
に
向
け
た
村
の
姿
勢

と
今
後
の
展
望
は
。

村
長
　
橋
梁
拡
幅
や
伐
採
で
安

全
性
と
観
光
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
県
へ
の
要
望
を
継
続
し
、

★「
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
」
の

周
知
や
地
域
の
情
報
共
有
体
制

も
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
村
よ
り
産
業
振
興
公
社
が

対
応
し
て
い
る
米
関
連
の
状
況

は
。（
学
校
給
食
、
旅
館
等
、
ふ
る

さ
と
納
税
）

井
原
建
設
農
林
課
長
　
学
校
給

食
は
全
量
Ｊ
Ａ
へ
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

取
り
扱
い
を
中
止
し
て
い
ま
す
。

旅
館
等
、
保
育
園
の
給
食
に
も

阿
智
村
産
米
を
提
供
し
て
い
ま

す
が
、
夏
場
の
数
か
月
不
足
し

そ
う
な
状
況
で
す
。
厳
し
い
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、な
ん
と
か

目
途
が
つ
い
た
か
の
状
況
で
す
。

問
　
Ｊ
Ａ
が
発
表
す
る
概
算
価

格
は
昨
年
６０
㎏
で
約
５
千
円
上

が
っ
た
が
、
今
年
は
予
測
不
能

で
あ
る
。
万
が
一
下
落
し
た
場

合
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
不
安

な
状
況
で
あ
る
。
村
の
見
解
を
。

村
長
　
今
回
の
米
の
価
格
高
騰

の
本
当
の
原
因
は
、
米
不
足
で

は
な
い
か
と
か
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
備
蓄
米
の
放
出
に
よ
り
、

店
頭
に
米
が
出
は
じ
め
た
と
こ

ろ
を
見
ま
す
と
、
価
格
安
定
へ

の
効
果
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

米
の
生
産
者
対
応
が
発
信
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
ご
質
問
で
す

が
、
国
は
、
令
和
９
年
度
か
ら

水
田
政
策
を
根
本
的
に
見
直
し

ま
す
。
見
直
し
の
具
体
的
な
も

の
と
し
て
、
水
田
活
用
の
直
接

支
払
交
付
金
を
、「
水
田
」
を
対

象
と
す
る
制
度
か
ら
、
作
物
ご

と
の
生
産
性
向
上
へ
の
支
援
へ

と
転
換
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

令
和
７
年
度
中
に
は
方
向
性
を

ま
と
め
る
、
と
の
こ
と
で
す
の

で
、
情
勢
は
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問
　
米
価
が
下
落
し
た
場
合
、

行
政
、
生
産
者
、
消
費
者
共
に

広
域
全
て
が
一
丸
と
な
り
支
え

る
制
度
の
構
築
を
国
県
に
声
を

届
け
、
地
域
農
業
持
続
化
に
力

を
注
ぐ
べ
き
、
村
の
考
え
は
。

村
長
　
現
在
行
っ
て
い
る
農
業

施
策
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限

り
継
続
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
国
、
県
に
働
き
か
け
る

べ
き
と
こ
ろ
は
、
広
域
全
体
で

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
当
村
は
、

基
盤
産
業
で
あ
る
阿
智
村
の
農

業
が
、
産
業
振
興
公
社
を
中
心

に
Ｊ
Ａ
に
も
お
願
い
し
更
に
継

続
発
展
で
き
る
よ
う
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

園原インター線の整備に向けた村の姿勢と
                  　　　　　今後の展望は
県への要望を継続し、地域の情報共有体制等も整備していきます

米作りの安定した持続化のために
新たな水田施策、農家の将来を支えるための政策を検討する必要があると考える。
阿智村農業が産業振興公社を中心に更に継続発展できるよう力を入れていきたい

井
原
敏
喜

吉
村
金
利
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問
　
二
拠
点
生
活
を
送
る
人
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

菱
田
協
働
活
動
推
進
課
長
　
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
人
手
不
足

の
解
消
、
集
落
維
持
な
ど
、
地

域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
デ

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
責
任
の
所

在
、
地
域
と
の
摩
擦
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
等
の
ト
ラ

ブ
ル
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

問
　
居
住
人
口
を
増
や
す
試
み

と
し
て
、
村
営
の
★
サ
ー
ビ
ス

ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
等
を
考
え
た

ら
ど
う
か
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
短
期
利

用
を
目
的
と
し
た
二
拠
点
生
活

の
ニ
ー
ズ
を
、
積
極
的
に
公
設

公
営
で
用
意
し
て
い
く
こ
と
は
、

整
備
に
か
か
る
コ
ス
ト
や
、
維

持
管
理
に
お
い
て
の
コ
ス
ト
リ

ス
ク
を
考
え
て
も
あ
ま
り
現
実

的
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
現
在
の

施
策
の
中
で
は
、「
お
試
し
暮
ら

し
住
宅
」
を
、
そ
う
し
た
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
運
用

や
、
民
間
主
体
に
よ
る
取
組
み

に
対
し
て
の
支
援
を
検
討
し
て

い
く
余
地
は
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問
　
二
拠
点
生
活
を
希
望
さ
れ

る
人
た
ち
に
対
し
て
今
後
の
村

の
取
組
み
は
。

村
長
　
国
で
も
推
奨
し
て
い
る

二
地
域
拠
点
事
業
は
、
リ
ニ
ア

時
代
を
見
据
え
、
週
末
は
阿
智

村
で
と
い
う
よ
う
に
、
チ
ャ
ン

ス
で
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
災

害
の
疎
開
地
と
し
て
も
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問
　
村
長
に
な
ら
れ
た
当
時
と

現
在
を
比
べ
て
村
民
の
満
足
度

は
上
が
っ
た
と
思
う
か
。

村
長
　
約
１０
年
前
と
比
べ
て
住

民
の
皆
さ
ん
が
満
足
し
て
く
れ

て
い
る
の
か
な
ど
、
ふ
と
思
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
住
民
を
守
る
政

策
、
事
業
者
の
経
済
対
策
は
全

身
全
霊
を
か
け
て
行
っ
て
き
ま

し
た
し
、
産
業
政
策
、
教
育
改

革
な
ど
、
そ
の
時
代
に
合
っ
た

対
応
は
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

い
つ
か
は
効
果
が
表
れ
る
と
信

じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
満
足
度
調
査
が
必
要
と
考

え
る
が
村
長
の
考
え
は
。

村
長
　
第
７
次
総
合
計
画
時
に

何
ら
か
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
や
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
学
校
給
食
へ
の
地
元
農
産

物
の
利
用
を
も
っ
と
増
や
す
考

え
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。

黒
柳
教
育
長
　
学
校
給
食
に
お

け
る
食
材
調
達
の
優
先
順
位
は

ま
ず
阿
智
村
産
、
続
い
て
飯
田

市
産
、
県
内
産
、
国
内
産
の
順

と
な
っ
て
お
り
、
４
月
か
ら
６

月
ま
で
３
か
月
で
、
産
業
振
興

公
社
を
中
心
に
、
し
め
じ
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
、
た
け
の
こ
、
き

ゅ
う
り
と
な
っ
て
お
り
、
７
月

に
は
じ
ゃ
が
い
も
や
玉
ね
ぎ
、

ピ
ー
マ
ン
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
等
が

加
わ
っ
て
、
取
り
組
み
と
し
て

年
１８
回
の
地
域
食
材
の
日
に
村

産
の
食
材
を
多
く
取
り
入
れ
た

給
食
を
提
供
し
、
子
ど
も
た
ち

に
、
地
産
地
消
の
大
切
さ
を
紹

介
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
米
飯
給
食
に
つ
い
て
、
阿
智

村
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
積
極
的

に
利
用
し
て
い
た
が
、
米
不
足

に
よ
り
、
県
産
の
風
さ
や
か
に

変
更
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
引
き
続
き
、

阿
智
村
産
の
農
産
物
を
で
き
る

限
り
利
用
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

問
　
教
育
長
か
ら
答
弁
を
い
た

だ
い
た
。
村
と
し
て
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
こ
れ
か
ら
考
え

て
い
る
の
か
。

村
長
　
安
心
安
全
を
重
視
し
て

提
供
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

の
点
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
第

一
で
す
。
地
域
内
で
安
定
し
て

生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
学
校

給
食
で
利
用
で
き
る
食
材
に
つ

い
て
、
可
能
な
限
り
阿
智
村
産

の
農
産
物
の
利
用
に
努
め
て
い

き
た
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
　
村
の
農
地
の
現
状
の
中
で

遊
休
荒
廃
農
地
の
再
利
用
の
可

能
性
は
。

井
原
建
設
農
林
課
長
　
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
で
遊
休
荒
廃
農
地
と

し
て
把
握
し
て
い
る
も
の
が
約

４０
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
。

遊
休
荒
廃
農
地
の
面
積
か
ら
見

ま
す
と
、
約
１
割
が
利
用
化
で

き
そ
う
な
農
地
と
し
て
捉
え
て

い
ま
す
。

学校給食に地元産農産物の利用拡大する考えは
地元産農産物をできる限り利用していきたい

災害時の「疎開地」としても可能性があるのではないかと考える

第７次将来構想時には何らかのアンケートを実施したい

二拠点生活を希望する人達に対する今後の村の取り組みは？

満足度調査は必要だと思うが

實
原
恒
禎

大
嶋
正
男
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問
　
農
業
地
域
計
画
の
ま
と
め

と
利
活
用
、
具
体
的
内
容
は
。

井
原
建
設
農
林
課
長
　
農
業
地

域
計
画
は
、
農
地
の
１０
年
後
の

将
来
像
を
、
農
業
者
自
ら
が
考

え
描
く
計
画
で
、
国
県
の
補
助
、

新
規
就
農
認
定
、
農
地
の
貸
借

な
ど
に
整
合
性
が
求
め
ら
れ
る

も
の
で
毎
年
の
見
直
し
も
必
要

で
す
。

問
　
直
接
支
払
い
事
業
第
６
期
、

５
期
と
の
違
い
は
。

建
設
農
林
課
長
【
将
来
に
向
け

た
農
業
生
産
活
動
の
継
続
を
支

援
】
が
趣
旨
で
、
体
制
整
備
単

価
【
１０
割
単
価
】
の
要
件
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
活
動
計
画
の
作

成
が
必
須
に
な
り
ま
し
た
。

問
　
ス
マ
ー
ト
農
業
加
算
、
村

は
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
よ
る
防
除

の
検
討
を
さ
れ
て
い
る
か
。

建
設
農
林
課
長
　
産
業
振
興
公

社
の
方
で
、
職
員
が
資
格
も
取

り
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

問
　
５
年
後
か
ら
１０
年
後
を
見

据
え
た
時
に
、
団
塊
の
世
代
の

皆
さ
ん
の
リ
タ
イ
ア
が
現
実
の

も
の
と
な
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業

へ
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
防
除
の

本
格
的
な
導
入
は
。

村
長
　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

が
進
む
中
で
、
ス
マ
ー
ト
農
業

の
導
入
は
有
効
な
方
法
と
考
え

る
の
で
、
前
向
き
に
検
討
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。
課
題
と
し

て
は
初
期
費
用
な
の
で
、
国
県

の
補
助
事
業
を
利
用
し
な
が
ら
、

進
め
て
参
り
ま
す
。

問
　
農
地
へ
の
直
接
所
得
補
償

な
ど
、
１０
年
後
を
見
据
え
た
村

独
自
の
大
胆
な
発
想
で
の
、
農

地
、
農
業
政
策
を
進
め
て
い
く

考
え
は
。

村
長
　
農
地
へ
の
直
接
補
償
、

現
状
で
は
難
し
い
で
す
が
、
国

も
水
田
政
策
の
抜
本
的
な
見
直

し
を
す
る
と
し
て
い
ま
す
の
で

ど
の
よ
う
な
制
度
設
計
に
な
る

か
見
て
い
く
こ
と
、
研
修
後
の

皆
さ
ん
の
新
規
就
農
、
阿
智
村

産
ワ
イ
ン
の
完
成
な
ど
、
昼
神

温
泉
と
い
う
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
活
か
し
な
が
ら
の
「
地
消

地
産
」
を
、
何
が
一
番
効
率
的

か
、
考
え
な
が
ら
、
村
の
農
業

政
策
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

問
　
令
和
３
年
７
月
に
熱
海
市

で
の
大
規
模
な
土
石
流
災
害
を

踏
ま
え
、
盛
土
等
に
伴
う
災
害

か
ら
国
民
を
守
る
目
的
と
し
て
、

「
宅
地
造
成
等
規
制
法
」
が
抜

本
的
に
改
正
さ
れ
、
全
国
一
律

の
基
準
で
包
括
的
に
規
制
す
る

「
盛
土
規
制
法
」
が
令
和
７
年

５
月
２６
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

盛
土
規
制
法
の
規
制
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
　

井
原
建
設
農
林
課
長
　
規
制
区

域
は
二
種
類
あ
り
阿
智
村
で
は
、

駒
場
、
春
日
、
伍
和
の
一
部
、

昼
神
温
泉
周
辺
、
下
清
内
路
、

浪
合
地
区
の
振
興
室
周
辺
、
あ

ら
ら
ぎ
高
原
ス
キ
ー
場
周
辺
、

が
「
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区

域
」
で
す
。
そ
の
他
の
地
区
は

「
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
」
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
規
模
に

応
じ
て
長
野
県
知
事
に
届
出
や

許
可
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
　
安
全
性
の
確
保
は
ど
の
よ

う
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
の
か
。

建
設
農
林
課
長
　
申
請
に
は
許

可
基
準
に
適
合
す
る
計
画
が
必

要
で
、
施
工
が
許
可
基
準
に
沿

っ
て
安
全
対
策
が
行
わ
れ
て
い

る
か
確
認
す
る
た
め
に
、
施
工

状
況
の
定
期
報
告
、
施
工
中
の

中
間
検
査
、
工
事
完
了
後
の
完

了
検
査
が
県
に
よ
り
実
施
さ
れ

ま
す
。

問
　
盛
土
等
の
工
事
中
や
工
事

完
了
後
の
土
地
の
安
全
な
状
態

を
維
持
し
、
災
害
防
止
の
た
め

に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
く

責
務
は
、
誰
が
有
す
る
の
か
。

建
設
農
林
課
長
　
工
事
施
工
中

は
造
成
主
や
工
事
施
工
者
の
責

任
と
な
り
き
り
工
事
完
了
後
は
、

土
地
の
所
有
者
、
管
理
者
、
占

有
者
は
安
全
な
状
態
を
維
持
す

る
責
務
が
あ
り
、
災
害
防
止
の

た
め
必
要
な
時
は
、
造
成
主
、

工
事
施
工
者
、
過
去
の
土
地
所

有
者
等
も
原
因
行
為
者
と
し
て

是
正
措
置
等
の
責
務
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
　
盛
土
工
事
等
の
違
反
行
為

に
対
す
る
罰
則
の
規
定
は
。

建
設
農
林
課
長
　
罰
則
が
抑
止

力
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
無
許

可
行
為
や
命
令
違
反
等
に
拘
禁

刑
や
罰
金
刑
の
水
準
が
強
化
さ

れ
最
大
懲
役
３
年
以
下
、
罰
金

１
千
万
円
以
下
、
★
法
人
重
科

３
億
円
以
下
と
な
り
ま
す
。

盛土規制法の施工による阿智村への影響は
規制区域が指定され罰則も強化されました

10年後の『目標地図』　ネットワーク化が６期の主要テーマ

【地消地産】効率を優先に考えながら進めていきたい

農業地域計画のまとめは　第6期直接支払事業の、取り組みについて

10年後を見据えた阿智村農政は

熊
谷
智
徳

遠
山
広
志
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令
和
７
年
度
６
月
議
会
定
例
会
に

お
い
て
阿
智
村
宿
泊
税
条
例
（
以
下

「
条
例
」
と
い
う
。）
の
制
定
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

制
定
理
由

　
観
光
振
興
を
図
る
施
策
に
要
す
る

財
源
を
確
保
す
る
た
め
宿
泊
税
を
導

入
す
る
も
の
で
す
。

宿
泊
税
と
は

　
宿
泊
税
と
は
宿
泊
施
設
な
ど
に
宿

泊
さ
れ
た
方
か
ら
、
納
税
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

今
ま
で
の
検
討
状
況

　
一
昨
年
秋
、
「
阿
智
村
宿
泊
税
に

関
す
る
調
査
検
討
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
検
討
を
重
ね
、
昨
年
３
月
、
同

委
員
会
か
ら
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
議
会
で
も
常
任
委
員
会
、
全

員
協
議
会
を
重
ね
た
後
、
今
議
会
の

議
決
に
至
り
ま
し
た
。

長
野
県
、
他
市
町
村
の
状
況

　
宿
泊
税
は
、
長
野
県
で
も
検
討
さ

れ
導
入
の
準
備
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
自
治
体
で
は
、
阿
智
村
の

外
、
白
馬
村
、
松
本
市
、
軽
井
沢
町

が
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、

軽
井
沢
町
は
６
月
議
会
で
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

条
例
の
ポ
イ
ン
ト

　
宿
泊
税
は
目
的
税
で
す
。
条
例
第

１
条
（
趣
旨
）
で
は
、「
観
光
振
興
を

図
る
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て

る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
条
例
第
４
条
（
課
税
免
除
）
に
よ

り
、
修
学
旅
行
な
ど
は
、
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
条
例
第
５
条
（
免
税
点
）
に
よ
り
、

一
人
一
泊
６
千
円
未
満
の
宿
泊
に
は
、

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

施
行
期
日

　
令
和
８
年
６
月
の
導
入
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
　

宿泊税の増 宿泊客の増

サービスの
向上

宿泊税のイメージ図

一
目
で
わ
か
る
　
宿
泊
税
の
あ
ら
ま
し

訪問客への
還元

宿泊税

観光振興や環境整備を
目的として活用
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　今年も暑い夏がやってきました…。「今年の夏は過去10年で一番暑い夏」などテレビ
で言っているのを聞きますが、毎年言っている気がしますし、今年も一番暑い夏で、来
年もきっと一番暑い夏になるのでしょう。（笑）　
　私が夏で一番好きなのは、夕方に涼しくなってくると鳴き始めるヒグラシのセミの声
を聞くことです。★エモいですね。
　このコーナーでは本誌中に出てくる用語について解説しています。本誌に出てくる用
語以外でも、解説が必要なことがあれば、用語や条例なんでもご要望ください！それで
は今回も一緒に用語の勉強をしていきましょう！ 

おしえて！セイアくん！（仮）

ページ 用語解説

2

2

2

2

3

3

3

6

6

9

10

11

11

12

13

15

★パブリックコメントとは　国や地方公共団体が政策や規制を策定する際、事前に公表し、住民から意見や情報を募
集すること。

★先導的官民連携支援事業補助金とは　地方公共団体が公共施設等の建設や維持管理、運営について民間からの
資金やノウハウを活用し、効率的かつ効果的な事業実施を目指すことを目的とした補助金。

★畜産環境対策総合支援事業補助金とは　持続可能な畜産物生産を推進するため、家畜排せつ物から発生する温
室効果ガスの排出削減や、堆肥の高品質化、広域流通による循環利用システムの構築を支援する補助金。

★財政調整基金とは　地方公共団体が年度間の財源の変動に備えて積み立てる金。

★地域プロジェクトマネージャーとは　地方公共団体が重要プロジェクトを推進する際、関係者間の橋渡し役とな
り、円滑にプロジェクトを進める方。

★専決とは　本来議会で議決しなければいけない案件について、時間的に議会の招集を待てないような場合に、村
長が意思決定すること。

★即決とは　議会で提案された議案や請願などを委員会に付託せず、その場で採決すること。

★信州未来共創戦略とは　「若者・女性から選ばれる寛容な社会づくり」、「信州の強みを活かした移住・関係人口の
増加」、「安心・便利で持続可能な生活圏の整備促進」、「変革期を乗り越える経営等の革新」の４つのテーマごとに、
2050年のありたい姿と2030年までの目標を掲げた戦略。

★中山間地域直接支払制度とは　農業生産条件が不利な中山間地域等において、農用地を維持・管理するための協
定を結び、農業生産活動等を継続的に行う場合に、面積に応じて一定額を交付する補助金。

★重過失失火罪とは　過失による火事の中でも、特に注意を怠った結果、火災が発生した場合に成立する犯罪。刑
法では３年以下の禁錮または150万円以下の罰金が科せられる。

★オーバーフローとは　許容範囲を超えた状態のこと。

★暗渠（あんきょ）とは　地下に設けた水路のこと。

★道路緊急ダイヤルとは　＃9910の番号で幹線道路の異常を発見した際に、道路管理者へ直接通報できる緊急通
報専用ダイヤルのこと。道路の損害、落下物、車両の故障など車両の通行に支障となる以上を24時間受け付けて
います。

★サービスアパートメントとは　ホテルと賃貸の中間的な機能を持つ住居のこと。家具や家電などが備え付けられ
ており、家事を行うサービスやコンシェルジュサービスなどホテルのようなサービスも利用でき、１ヶ月以上の滞
在を想定されている。

★法人重科とは　法人が、業務について違法行為を行った時、行為者だけでなく法人自体も処罰の対象とし、行為
者よりも高額の罰金を科す制度。

★エモいとは　感情が揺さぶられた時や、切ない、懐かしい、感動するなど何とも言えない感情を表現する言葉。
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２年目の取り組み！２年目の取り組み！

　
皆
さ
ん
体
調
は
い
か
が
で
す
か
？

梅
雨
と
は
思
え
な
い
、
毎
日
３０
度
を

超
え
る
真
夏
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
夏
の
予
報
を
見
て
も
、
例
年

よ
り
暑
い
夏
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
世
界
は
ト
ラ
ン
プ
関
税
に
振
り
回

さ
れ
、
イ
ラ
ン
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
戦

争
を
始
め
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
先
行
き
が
見
え

な
い
な
ど
、
世
界
が
混
沌
と
し
て
い

る
中
、
大
勢
の
外
国
人
が
日
本
を
訪

れ
て
い
ま
す
。

　
阿
智
村
で
は
、
今
年
度
か
ら
昼
神

温
泉
リ
ニ
ア
新
時
代
構
想
に
向
け
て
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
始
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
６
月

議
会
に
お
い
て
、「
宿
泊
税
条
例
」
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
南
信
州
に
お
い

て
観
光
資
源
と
し
て
大
切
な
昼
神
温

泉
を
、
今
後
も
維
持
、
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
の
大
事
な
取
り
組
み
と
な

り
ま
す
。
来
年
の
６
月
施
行
を
目
指

し
１
年
間
を
か
け
て
体
制
作
り
を
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
暑
い
夏
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
体
調
管

理
に
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
、
暑
い

夏
を
共
に
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
　
　
　
　
　
（
實
原
　
恒
禎
）

　
日
曜
日
開
催
と
し
て
は
、
２
年
目

に
な
る
阿
智
村
議
会
に
よ
る
議
会
と

住
民
の
懇
談
会
が
５
月
２５
日
、
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
の
予
定
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
自
治
会
で
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
懇
談
会
の
時
間
帯

に
出
席
が
難
し
い
方
々
の
ご
意
見
を

お
聞
き
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
の
参
加
も

あ
り
、
そ
の
意
見
は
と
て
も
新
鮮
に

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、
中
高
生

に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

   阿智村議会 住民懇談会日曜日開催

懇談会の様子

女性12名、男性２名の参加
により、全員の皆さまから
ご意見をいただきました！

朝市で生計を立てている
が、観光面で可能性を秘
めている朝市広場を利用
させてもらい持っている
アイデアを発展させたい
と思っているので、議員
や村に相談をしていきた
い。

保育園が土日や祝日、夏休みな
どに対応ができないのは、子育
て世代にとってネックになる。
土日や正月休みに仕事がある人
もいる。そのような人たちにと
って、阿智村は無理ですって言
っているのと同じ。その点で
は、少子化対策としても他の市
町村と闘えないのでは。

〈中学生の意見〉
若駒アカデミーでの学習を
楽しみに参加しています。で
も、10月からは、学校近隣
の生徒以外は親の迎えがな
いと参加できません。参加で
きるようにしてほしいです。

ファミリーサポート等、不登校傾向の児童生
徒、またその家庭への支援の手がさらに必
要、中学卒業後、高校に挑戦する子どもが増
えてきているが対応ができていない。高校で
は不登校傾向の生徒を受け入れられる先生を
配置し、サポート体制を整えてほしい。

２年目の取り組み！

観光客のための諏訪や中津川からのシャトル
バスを村民も利用できるようにしてほしい。
回答　予約で利用できるようになりました。

　
阿
智
村
議
会
で
は
日
曜
日
の
懇
談

会
以
外
に
も
、
８
つ
の
自
治
会
で
住

民
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
懇
談
会
で
意
見
、
提
案
さ
れ
た

項
目
に
つ
い
て
、
左
の
二
次
元
コ
ー

ド
に
て
回
答
を
ま
と
め
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
熊
谷
　
恒
雄
）

こちらからご覧
いただけます。


